
       

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度 豊橋市立豊南小学校   令和６年６月１７日   № ７ 

 明日、６月１８日（火）は「豊橋・学校いのちの日」です。 

今から１４年前、野外教育活動中に豊橋の中学１年生の女の

子の命が亡くなった事故を教訓に、子どもたちと「いのち」の

大切さについて考える日として、毎年、豊橋市内の全小中学校

で取り組んでいます。 

本校でも、６月４日（火）の全校朝会で校長先生から「いの

ちの講話」がありました。今年４月末に亡くなった星野富弘さ

んの生き方を考えようという内容でした。富弘さんは、中学の

体育教師になった２か月後に宙返りをしようとして大ケガを

し、頚髄損傷（けいずいそんしょう）という首の大ケガで、手

足を含め、首から下が動かなくなってしまいました。そして、

生きることに絶望してしまいます。しかし、母親の愛に支えら

れ、時間をかけて、絵とそれに添える短い詩のような文章を描

けるまでになりました。手足は動きませんので、筆を口に加え

て描きます。富弘さんは、生きることの意味や命の大切さを知

り、苦難を乗り越え、一生懸命に生きようとした人なのです。 

豊南小学校の子どもたちにも、命があること、元気な体があ

ることに感謝して、自分の命を輝かせてほしいと伝えました。 

明日の授業参観では、全学級で「いのち」をテーマした道徳

の授業を行います。子どもたち一人一人のかけがえのない「い

のち」を守るとともに、すべての子どもたちに「いのち」の尊

さを伝え続けていきます。 

 

第１回学校評議員会を、６月１３日（木）に実施しました。委嘱状

を手渡した後、本年度の学校経営方針や具体的な教育活動（学習指導、

生徒指導、安全・環境教育）の取り組みなどをお伝えしました。 

２時間目は、全学級の授業の様子を参観していただきました。意見

交換の場では、保育園と小学校のつながりの重要性についてご意見を

いただきました。今後も機会を捉えて、学校や児童の様子を見ていた

だき、学校経営へのご意見や学校関係者評価をしていただきます。 

本年度の学校評議員（８名）の皆さんを紹介します。 

○ 伴  典昭 さん  校区代表自治会長 

○ 神藤 至史 さん  豊南小同窓会長 

○ 水野 利男 さん  豊南校区市民館館長 

○ 伴  順二 さん 高豊校区社会教育委員長 

○ 夏目 加奈 さん  主任児童委員 

○ 川口 美鈴 さん  豊南保育園長 

○ 鈴木 康洋 さん  高豊生涯学習センター長 

 ○ 渡會 尚喜 さん 前年度ＰＴＡ会長 

ヤマモモの実 

モモの実 

プラムの実 


